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本学救命救急部より転入した整形外科的外傷
例について
50　当院熱傷入院患者の統計的観察
　　～新病院開設以来5年間のまとめ～
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　本学救命救急部が昭和61年6月に開設されて以
来4年11ケ月間で同部に搬送された症例は1129
例あり、何らかな整形外科的加療を要す為、兼料、
又は転科した外傷例は95例であった。
　性別は男76例、女19例で年齢別では20歳代、
30歳代に多い。受傷原因では交通事故が56例
（58．9％）と多く、自殺企図ユ5例（15．8％）、労災12
例（12．6％）と続いている。受傷部位では下腿．大腿、
足部、骨盤の順に多く、これを単一外傷、2ケ所以
上の多発外傷でみると前者は26例（27．4周目、後者
69例（726％）と多発外帯が多かった。多発外傷の
組合せでは上肢と下肢を含む例が20例（2L1％）
と多く、下肢重複例の9例（9．・5％）、骨盤と下肢を
含む例の6例（6．3％）の順になっていた。
　救命救急部搬送例では他の臓器損傷を伴うものも
多く、頭部損傷9例、胸部損傷20例、腹部損傷
（尿路損傷を含む）4例、重複例10例と約4割は
何らかの救急治療を受けていた。
　手術は62例（65．3日置に施行され．単一部位の手術
は38例、2ケ所22例、3ケ所以上では2例であっ
た。
　治療上の問題点としては外傷による合併症があげ
られ、血気胸20例、脳挫傷9例、腹腔内出血5例、
尿路損傷3例、開腹にまで至った脾損傷2例、脂肪
塞栓、麻痺性イレウス、気管損傷各1例と重篤なも
のも少なくなく、治療経過中死亡したものは4例、
4．2％にみられた。整形外科的予後不良例では骨髄
炎5例、偽関節、遷延治療4例、変形治癒3例あり
いずれも長期入院加療を余儀なくされていた。また
精神疾患合併例では積極的な後療法の対象とならな
かったり、精神状態不良で一般病棟では対処できず
精神病院に転院したものが10例あった。
［目的、対象］
　昭和61年4月新病院、熱傷ユニット開設以来、
平成3年3月までの5年間に当院に入院となった新
鮮熱傷患者307例にたいして、統計的観察を行な
い、若干の知見を得たので報告する。
［結果］
（1）年齢は0歳から94歳、平均37．8歳、男性
60．5％、女性39．5％であった。
（2）受傷面積は0％（気道熱傷のみ）から96
％、平均15．2％で、25％未満の症例が8割を占
めた。
（3）小範囲の熱傷は、そのほどんとが、顔面、手
部等の特殊部位熱傷、気道熱傷およびその疑いの症
例であった。
（4）受傷機転では、Flame　44．6％、　Scald　4
2．30／o．　Explosion　4．6SOe，60．　Electric　2．30／o．
Contact　2．3％であった。また、気道熱傷およびそ
の疑いの症例は全体の24．4％であった。
（5）Flame　Burnsは、青壮年に多く見られ、火災
によるものが多く、63．8％であった。
（6）Scald　Burn　sは、風呂によるものが多く、、
41．5％を占め、10歳未満の幼少時と、60歳以
上の高年齢層に多く見られた。
（7）死亡症例は34例11．0％に見られた。それ
らは、広範囲熱傷、重症気道熱傷の合併、高齢者の
受傷であった。
（8）受傷面積10～30％の症例で、年齢による
予後を比較すると、70歳以上で統計的有意差を
もって、悪かった。
［まとめ］
　当院においては、広範囲熱傷から、気道熱傷、そ
の疑いの症例、顔面、手部などの専門的な治療を必
要とする症例まで、幅広く扱っていた。また、死亡
症例の中では、高齢者の風呂によるScald　Burns
が、注目された。
（30）
